
宮城大学＆ノルウェー王国連携企画
世界の知を復興へ！
ノルウェー水産業に学び東北漁業を日本一にするプロジェクト
要綱・申請書
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	（１）本プロジェクトの目的


　2011年3月11日に発生した東日本大震災によって宮城県の漁業は甚大な被害を受けました。特に岩手、宮城、福島各県の水産関係被害額は1兆936億円に上り、3県の年間の漁業生産額1350億円（平成21年）の8年分を失いました。
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今後被害を受けた各漁業関連の復旧では、単なる復旧に留まらず震災以前より発展し、将来性のある漁業を生み出していく「創造的復興」を果たすために、世界の先進的な英知を集めることが重要であると考えます。そこで、多角的な漁業を行い、輸出産業化に成功しているノルウェー漁業の技術やノウハウ、更には生き方や暮らし方、社会変化への柔軟性を学び、東北漁業にイノベーションを起こしていくために、ノルウェー視察を実施します。世界の知を復興へプロジェクトでは、昨年11月15日に仙台で開催した「世界の水産物輸出国に転換したノルウェー水産業から学ぶフォーラム」の開催を経て、この度、宮城大学とノルウェー王国との連携企画として、「ノルウェー水産業に学び東北漁業を日本一にするプロジェクト（視察）」を実施します。本プロジェクトでは、視察だけでなく、水産業関係者の交流を継続的に実施していきます。
	（２）主催者／プロジェクトマネージャー


主催者：公立大学法人宮城大学
協　力：駐日ノルウェー王国大使館
プロジェクトマネージャー：宮城大学副学長　大泉一貫
	（３）ノルウェー視察の参加者


　視察には、新しい地域水産業を興す意欲がある方の参加を募集します。視察の人数は20人程度とし、東日本大震災で被害を受けた三陸地方の漁業者、水産加工業者、漁連関係者、市町村や県等の自治体職員等に加えて、復興に向けて新たに立ち上がった漁業組合の関係者を参加対象とします。復興には長い年月を伴うことから20代～40代の若手水産業関係者の参加が望ましい。
	（４）募集要綱


	内容
	ノルウェー水産業の現地視察

	視察の目的
	　東北水産業の創造的復興を果たすために、漁業の高度化と輸出産業化に成功しているノルウェー漁業のシステム、技術を学び、東北水産業にイノベーションを与えるきっかけを作る。
　水産業の復興を成功させたい！！という意欲のある方、世界レベルの漁業を見てみたいという方大歓迎！新しい漁業の形を自分の目で確かめてみませんか！

	募集条件
	・被災地で震災前から水産業に従事していた方
・新しく漁業組織等を作った方（作ろうと考えている方）
・東北水産業の復興を成し遂げたい方や熱意のある方
・視察後に東北水産業復興プランを提出すること
※水産関連業とは、漁業、加工業、流通業、研究、行政等をいう

	定員／対象
	20名程度（20代～40代の若手漁業関係者が望ましい）

	旅費助成
	往復航空賃、現地宿泊・交通費、仙台‐成田往復交通費および成田宿泊費は全額ノルウェーから助成される。
食事代等は原則自己負担とする。

	視察期間と事前・事後研修
	視察：9 月20 日〜9 月30 日（変更する場合あり）
事前研修：8 月10 日（金）、9 月初旬
事後報告会・研修（交流）：10 月〜11 月 

	募集期間
	7月末日（順次選考を行います）

	応募方法
問いあわせ先
	申請書類を以下まで郵送でお送り下さい。
〒981-3298
　宮城県黒川郡大和町学苑１番地１
　宮城大学事業構想学部　鈴木孝男
　携帯： 090-9038-1337

	選考方法
	上記書類による書類審査、面接、推薦による


	（５）視察までの流れ


　上記した参加者の選定は７月中を目途に行い、事前研修を８月に行う。事前研修では、参加者の自己紹介を兼ね、今まで自分がやってきた活動やこのプロジェクトに望むこと等、視察に対するニーズを確認する事前研修会を行います。また、渡航に関する注意事項などについて確認します。
　9月下旬にノルウェー視察を行います。この時期に実施する理由は、実際に漁が行われており、陸揚げ中の漁船、加工場の訪問上で都合が良いためです。
　視察後、振り返りを兼ねた交流会を定期的に行います。この交流会では視察で学んだ内容をレポートとしてまとめ、東北水産業復興への自主的なプランを各自から作成していただきます。
　更に、ノルウェーの大臣、首相等の来日にあたり交流・報告会を開催し、視察を通して学んだことや、上記のプランについて発表を行っていただく予定です。
	①７月中　参加募集
②７月末　参加者確定
③事前研修：8 月10 日（金）、9 月初旬
④視察：9 月20 日〜9 月30 日（変更する場合あり）
⑤事後報告会・研修（交流）：10 月〜11 月 


	（６）視察内容（案）


　現時点で考えられる視察内容は下記に示す通りです。これらから選別してコースを決定する予定です。参加者を２グループに分ける際には２コース、分けない場合は１コースで行います。
	①ノルウェー食品安全局の取り組みを知る
②近海はえなわ船、中規模巻き網船に停泊中の船内視察
③サーモン養殖場の見学とパッキング向上（加工場）
④漁業者団体で電子入札（セリ）システムの視察
⑤もともと漁業者団体だったが、現在は風力発電産業と共存している町を訪問
⑥水産関連研究所を訪問し、水産業者とどのような取り組みをしているか視察
⑦漁業機器、水産加工機器、などの機械メーカーを訪問、もしくは会合
⑧ノルウェー水産庁（地方出先機関）と会談し、彼らの役割と仕事、姿勢を知る
⑨ノルウェー漁業大臣との会談
⑩天然漁獲魚の加工場


	行　程
	スケジュール

	9月19日（水）
	15時仙台駅集合　19時成田着　成田に宿泊

	9月20日（木）
	11時40分成田発　コペンハーゲン経由
20時20分ベルゲン着　　　宿泊

	9月21日（金）
	サーモン養殖場とパッキング工場
漁業者団体で電子入札（セリ）システム

	9月22日（土）
	ベルゲン視察

	9月23日（日）
	ガイランゲルフィヨルド経由　夕刻　オーレスン到着

	9月24日（月）
	サバまき網船水揚、パッキング工場

	9月25日（火）
	漁業と風力発電の町

	9月26日（水）
	近海延縄船

	9月27日（木）
	船舶・漁業機器、加工機器メーカー会合

	9月28日（金）
	午後2時半発オーレスン発　15時半　オスロ着

	9月29日（土）
	13時45分オスロ発　コペンハーゲン経由

	9月30日（日）
	09時35分　成田着　14時　仙台解散


	（７）視察行程表（変更される場合があります）


	（８）渡航費用について（ノルウェー東北復興支援ファンド（仮）補助プロジェクト）


　ノルウェーからの補助金額は、１人当たり上限30,000ノルウェークローネ（40万円程度）の予定です。補助金額には、東京－オスロ往復エコノミークラス運賃、現地宿泊費および交通費、仙台－成田間の往復交通費、および成田宿泊費（一泊分）が含まれます。原則的に食費などその他の費用は自己負担となります。
	（９）参考資料「ノルウェ−水産業の概要」


1 ノルウェー漁業から学ぶもの
ノルウェーはヨーロッパで最も多角的な経営を行う海洋国であり、海運に関する専門知識、設備、ニッチ市場を開拓するという能力という点で世界から注目されている。国土面積は32,400平方㎞と日本とほぼ同じ、海洋面積については220万5000平方㎞、日本の447万平方㎞に対して約2分の1である。人口は約500万人。バイキング以来の伝統的な海洋国家であるというイメージの強いノルウェーであるが、GDPに占める水産業の割合は0.46％（2009年）全人口に占める漁業従事者の割合は0.27％と小さい。一方ノルウェーの全輸出額における水産物の割合は5.7％、これはノルウェーの輸出品目において石油・ガスに次ぐ第二位の割合である。さらに対日輸出額における水産物の割合は26.3％、これも化学製品に次ぐ第二位の品目である。つまり、ノルウェーにおいて漁業は外貨を稼ぐ輸出産業として確立されていると推測される。今回の視察により、海洋面積が日本の半分、水産資源も80％を他国と共有しているノルウェー漁業がどのようなシステムによって多角的な経営を可能にし、どのような技術によって効率化を図ったのかを学び、今後の日本漁業について考えていく。
②資源管理に対する考え方（漁獲枠規制）
　ノルウェーでは水産物の品目、漁船別に詳細な漁獲枠が規制されている。これは水産資源の管理、保存のためである。ノルウェー漁業の成功要因にはこの資源管理が挙げられる。資源管理のメリットは漁業を継続的な産業にできるという点である。水産資源が枯渇した場合、漁業は成り立たない。資源を管理し、資源の枯渇を防ぐことが漁業を継続し続けるには必要であるという考えを持っている。また、この漁獲枠の規制は単に資源管理だけではなく、漁獲高の増加というメリットもある。日本や他の発展途上国の漁業は基本的にこの漁獲枠の規制がない。よって漁師が一斉に海にでて、獲れるだけ獲ってくるというものになっている。ノルウェーでは、漁獲枠の規制があるために価格の低い小魚を獲ろうとは考えない（もともと魚のサイズに対しての規制もあるが）限られた重量でなるべく高く売るために漁業者は需要のある、成長した魚だけを漁獲するようになっている。限られた漁獲枠で最大の利益を出す。結果それが資源の保持になり、継続的な漁業につながっている。
③漁業の知識産業化、自動化
ノルウェー漁業の特徴は、前途した漁獲枠規制に加え、知識産業化、自動化が進んでいる点が挙げられる。天然魚をとるときにも甲板にあげずフィッシュポンプで船内に収納する。魚は船内で自動的にサイズ別に分類され、港では併設されている加工場まで岸壁に設置しているフィッシュポンプを使って直接水揚げを行うので、漁師が魚に触らないまま漁が終了する。それによって商品として魚の鮮度が保て、迅速な加工を行うことができる。また、海上にいる段階で、魚の種類、大きさ、時間などが報告され、魚を直に見ることなくオークション（セリ）が行われる。漁船は、落札者が希望する漁港に直接行き、水揚げする。オークション（セリ）では、世界中の水産業の状況を調査し、ノルウェーの魚であればこの価格以下にはしないという最低価格制度がある。ノルウェーの水産業が成長できた理由は、このように輸出をするための技術開発や養殖用餌、規制改革などを進めてきたことが考えられる。
世界の知を復興へ！
ノルウェー水産業に学び東北漁業を日本一にするプロジェクト
ノルウェー視察申込書
年　　　月　　　日現在
	ふりがな
	写真を貼る位置
1. 縦 36～40 mm
　　横 24～30 mm
2. 本人単身胸から上
3. 裏面にのりづけ
4. 裏面に氏名記入


	氏　　名

	

	生年月日
	昭和・平成
     年　　　月　　　日生   （満　　　歳）
	男　　女
	

	携帯電話番号
	
	E-MAIL
	
	

	ふりがな
	電話（　　　　　　）
―

	現住所〒

	

	
	FAX　（　　　　　　）
―

	ふりがな
	電話（　　　　　　）
―

	連絡先〒　　　　　　　　　　　　　　　（現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入）

	

	
	FAX　（　　　　　　）
―


	年
	月
	学歴･職歴（各項目ごとにまとめて書く）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	年
	月
	免許・資格

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	

	

	


作文：「あなたの考える東北の水産業復興ビジョン」を書いて下さい（800文字程度）
記入上の注意　１：鉛筆以外の黒または青の筆記具で記入。２：数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。
写真：ノルウェー漁港の様子
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